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は しが き

平 成7年 度 か ら、文 部 省科 学研 究 費補 助 金(基 盤研 究C2)の 助成 の もとに行 わ れ た

「特発 性黄 斑部網 膜前 膜の発 生機序 に関す る研究 」は2年 間の研 究期 間 を終了 し、 ここに

研 究成果報 告書 を まとめ るこ とにな った。当初 の研 究計 画 では研 究期 間が3年 で あ り、未

だ計画のす べ てが達成 され たわ けではな く、 また本 研究遂 行 中、硝 子体 手術後 の水 晶体 混

濁発 生に関与す る水 晶体代謝 の問題 など新 た な疑 問が生 じたため、計画 を多少変更 したが、

い くつか の新知 見が得 られ た と考 えて いる。本報 告書 では1.ヒ トでの黄 斑部 網膜 前膜 と

硝 子体の 関 わ り、2.家 兎眼硝子体 切除術 後の水 晶体代 謝 、3。 家 兎と猿眼 での後 部硝 子

体 剥離 と網 膜 前膜の作 製 につ いて述 べ る。報告 書の作 成 にあた り、い ろい ろ とご指 導、 ご

助言を頂 い た関係者 の皆様 に心か らお礼 申 し上 げ る。
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研究成果

1.ヒ トで の特 発性黄 斑部 網膜前 膜 と後 部硝 子体剥離

研 究 目的

特発性 黄斑 部網膜 前膜(以 下網 膜前膜)例 では後部硝 子体 剥離(以 下PVD)頻 度 が高 く

1～3♪
、 逆 にPVD眼 の約40%に 網膜 前 膜 が認 め られ る と され て い る4ノ。 これ らの こ とか ら、

網膜前 膜の発 生 には後部硝 子体 が関与す ると考 え られて い る。 しか し、後部 硝子 体の 関わ

りにつ いて は未 だ不 明 な点が多 い。

同一 個体 での硝 子体の性 状 は正 常 な左 右 眼で ほぼ等 しい ことか ら5♪、今 回、網 膜前膜 と

PVDと の関連 を 明 らか にす るため、 片眼性 網膜 前膜 例の 両 眼硝子 体所 見を 比較 した。

さ らに、PVDが 生 じて いな い網 膜前膜 例 を経 過観察 し、観 察期 間 中に生 じた新 たなPVDの 頻

度を検 討 した,,

対 象 と 方 法

対 象 は 当教 室 が 行 っ た 北 海 道 眼 科 検 診 受 診 者 で 、 検 眼 鏡 と細 隙灯 顕 微 鏡 に よ り両 眼 の 眼

底 を 検 査 し、 片 眼 に の み 網 膜 前 膜 が 認 め られ た50歳 以 上 の101名(平 均 年 齢67歳)で あ る、,

内 眼 疾 患 の 既 往 例 、-2.25D以 上 の 近 視 例 、 屈 折 度 の左 右 差 が2D以 上 の 例 な ど は 対 象 か

ら除 外 した 。 対 象 例 の 年 齢 分 布 を 図!に 示 す 。

十 分 な 散 瞳 後 、 眼 底 検 査 に 続 き 、 細 隙 灯 顕 微 鏡 と+90Dレ ン ズ お よ び ゴ ー ル ドマ ン三 面

鏡 を 用 い て 、 両 眼 の 後 部 硝 子 体 を 詳 細 に 観 察 した。PVDの 判 定 方 法 は 既 述 の 通 りで あ る6ノ、,

ま た、 初 回 の 硝 子 体 検 査 時 、 網 膜 前 膜 眼 にPVDの な か った 例 の う ち の14例(平 均 年 齢63歳)

の 硝 子 体 を6～60カ 月 経 過 観 察 した 。

対 照 と して 両 眼 と も正 常 、 か つ 右 眼 にPVDの な か っ た 眼 科 検 診 受 診 者29名(平 均 年 齢61

歳)の 右 眼 硝 子 体 を7～30カ 月 観 察 した 。

統 計 処 理 に はX2検 定 、 生 命 表 法(Kaplan-Meier法 、GeneralizedWilcoxon検 定)を 刑

い 、 有 意水 準 が5%未 満 の もの を統 計 学 的 に 有 意 と した 、,
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結 果

1.片 眼 性 網 膜 前 膜 例 のPVD頻 度(表 、 図2)

網 膜 前 膜 眼 のPVD頻 度 は69%で 、 反 対 眼 で は54%で あ り、 網 膜 前 膜 眼 のPVD頻 度 が 反 対 眼

の そ れ に 比 べ 有 意 に 高 率 で あ っ た(p<0。05)。 ま た 、 年 代 別PVI)率 を 図2に 示 す 。 網 膜

前 膜 眼 で のPVI)頻 度 は 各 年 代 で 反 対 眼 に 比 べ 高 率 で あ った 、,

2.経 過 観 察 例 のPVD発 生 頻 度

初 回 硝 子 体 検 査 時 、 網 膜 前 膜 眼 にPVDが な か っ た 例 で 経 過 観 察 しえ た14例 中6例(43

%)に 新 た なPVDが 生 じた 。 対 照 眼 で は29例 中6例(21%)にPVDが 生 じた 、,新 た なPVDの

発 生 頻 度 は 網 膜 前 膜 眼 が 対 照 眼 に 比 べ 有 意 に 高 率 で あ っ た(p<0.05)。 経 過 観 察 例 の 硝

子 体 非 剥 離 率 を 図3に 示 す 。

考 按

PVDの 有 無 に 関 して 正 常 な 両 眼 の 硝 子 体 所 見 が ほ ぼ 等 しい こ と を 報 告 した が5;、 今 回 、

片 眼性 網 膜 前 膜 眼 で のPVD頻 度 は 各 年 代 で 網 膜 前 膜 の な い反 対 眼 に 比 べ 高 か っ た 。 こ の こ

と は 、 こ れ ま で の 報 告 と 同様 に1～4)、 網 膜 前 膜 の 形 成 がPVDと 関 連 して い る こ と を 示 す 。

PVI)が 生 じて い な い 例 で の 網 膜 前 膜 発 生 機 序 につ い て は 明 らか で な い が 、 硝 子 体 ゲ ル か

ら分 離 した 黄 斑 前 の 硝 子 体 皮 質 が 線 維 膜 と して 認 め られ る との 説 が あ る7'、,今 回 、PvDの

な い 網 膜 前膜 眼 で は 正 常 眼 に 比 べ 、 経 過 観 察 に よ りPVDが 短 期 間 で 高 率 に 生 じた 、,す な わ

ち、 網 膜 前 膜 眼 はPVDが 生 じや す い 状 態 に あ る と い え る 。 硝 子 体 ゲ ル か ら分 離 した 硝 子 体

皮 質 、 す な わ ち網 膜 前 膜 そ の もの がPVDを 起 こす こ とは 考 え 難 い 。 した が って 、 未 だPVDが

な い 時 点 で 糸剛莫前 膜 形 成 の 原 因 とな っ た何 らか のsubclinicalな 網 膜 あ る い は 硝 了 体 の 変

化 がPVDを 生 じや す く して い る と考 え る。
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図1.対 象 の年 齢 分 布
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表.片 眼性 網 膜 前 膜 例 のPVD頻 度

網膜前膜 眼 反対 眼

PVD(十)69%(70眼)54%(55眼)

÷PVD(一)31%(31眼)46%(46眼)

(pcO.05)
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図2.年 代別後部硝子体剥離率
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図3.経 過観察例 の硝 子体非 剥離率
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II.硝 子体 切除術 に よる家兎水 晶体 の リン酸化合物 代謝

研 究 目的

硝子体 手術 は近年 の機器 改良 や技 術 の進歩 に伴 い,治 療 成績が 向上 し,さ らには適応 と

なる疾患が広 が る傾 向にあ り,今 後 ます ます活発 に行われ るよ うになる ことが予想 され る,,

一方 ,本 手術 では様 々な合併 症が 生 じうるが,最 も高頻 度 に発 生す る合 併症 と して術後 の

視力障害 の一因 とな る 白内障があ げ られ る。 これま での硝子体 手術 に合 併 した 白内障 に関

す る研究 は,前 房水 の性 状変化 と水 晶体 の形態学 的 な変化 との関連性 を検 討 した ものが 中

心であ り,硝 子体 手術後 の水 晶体へ の影響 を生化 学的 なエネル ギー代 謝 面か ら検 討 した研

究はない。 そ こで本 研究 では,生 体試料 に対 して非 破壊 的に リン酸化 合物 を測定 で きる

31P -NMRス ペ ク トロスコ ピー を用 い て
,硝 子体 手術後 の水 晶体 内の リン酸化 合物 を観 察 し,

その変化 と水 晶体 の形態学 的変化 との 関連 性 を検討 した、,

実 験 方 法

i.対 象

実験 動 物 と して,両 眼の 水 晶 体 が 透 明 な 日本 白色 家 兎(体 重L8～2.1Kg)7羽 を用 い た、,

2.手 術 方 法

塩 酸 ケ タ ミ ン(50mg/Kg)0.75mユ/Kgと キ シ ラ ジ ン(2.Omg/Kg)0.25m1,Kgの 倉芳注 に よ る

麻 酔 後,片 眼 の 輪 部 よ り5mmの 強 膜 に3-portシ ス テ ムを 作 成 して 硝 子 体 切除 術 を施 行 した 、,

硝一r体手 術 は す べ て 同 一 の 術 者 が 行 っ た 、,術 中 の 潅 流 液 に は,BSSPLUS(Alcon)を 使

川 した,潅 流 時 の 室 内 平 均 気 温 は25℃ で あ っ た 。 他 眼 は 無 処 置 と しコ ン トロ ー ル と した 、,

3,水 晶 体 の 観 察

手 術 の1日,4日,1週 間,2週 間,4週 間 後 に 細 隙 灯 顕 微 鏡(ZLISS,SL-30)下 で 水

晶体 を 観 察 した。 術 後30日 目 に 家 兎 を,ペ ン トバ ル ビ タ ー ル ナ トリウ ム の 筋 注 投 与 に よ る

深麻 酔 後,眼 球 を摘 出 し角 膜 を輪 部 よ り 切除 し,虹 彩 を 放 射 状 に 切 開 して 水 晶 体 の み を 摘

出 した 、,摘 出 した水 晶 体 は即 座 に,リ ン酸 化 合物 代 謝 の 測 定 試 料 と して用 い た 、。

4.3】P-NMRス ペ ク トロス コ ピー

水 晶 体 の リ ン酸 化 合 物 代 謝 の 測 定 に は,静 磁 場 強 度6.3Tesla,リ ン共 鳴周 波 数109.25

Mllzの 日本 電 子 製GX270ワ イ ドボ ア ーNMRス ペ ク トロ ス コ ピー を 用 い た ,,直 径10mmのNMR川 ガ

ラ ス 管 に,リ ン酸 化 合 物 を 含 ま な い ク レブ ス 重 炭 酸 培 地(pH7 .35)を 充 填 し,そ の 中 に 摘

出 した 水 晶 体 を1個 入 れ て 測 定 を 行 っ た 。 な お,NMR用 ガ ラ ス 管 に は,外 部 標 準 試 料 と し
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て,10%ヘ キ サ メ チ ル ポ ス ホ ア ミ ド(HMPA)を 微 小 ガ ラ ス 管 内 に 封 入 して サ ン プ ル 管 内

に4本 装 着 した(図1)。

測定 条 件 は,パ ル ス 幅5μ 秒 の22.5(パ ル ス を用 い,パ ル ス 繰 り返 し時 間0.5秒,積 算 回

数7200回 と した,,し た が って,1ス ペ ク トル あ た りの 測 定 時 間 は1時 間 で あ る 。

結 果 の 解 析 と して,JLOI,DATUMの ソ フ トウ ェァ ーALICEを 用 い た 、,測 定 され た ス ペ ク ト

ル の解 析 に は,各 シ グ ナ ル の 面 積 を 求 め,外 部 標 準 物 質 で あ るHMPAで 除 し,術 眼 と コ ン ト

ロー ル 眼 で 比 較 した 。 統 計 処 理 は,硝 子 体 手 術 群 と コ ン トロー ル 群 の 値 をPajredt一 しest

にて検 討 した,,

結 果

1.水 晶 体 観 察

経 過 観 察 中,細 隙 灯 顕 微 鏡 に て 水 晶 体 を 観 察 し た が,全 例 に 明 ら か な 混 濁 を 認 め な か っ

た 、,

2.31P-NMRス ペ ク トロ ス コ ピ ー

図2に,生 標 本 に よ っ て 得 ら れ た ス ペ ク トル を 示 す 、,各 ピ ー ク は 左 か ら,外 部 標 準 物 質

で あ る11111'A,α 一 グ リセ ロ リ ン酸(α 一GP),リ ボ ー ス5リ ン 酸(R5P),無 機 リ ン 酸(Pi),

グ リ セ ロ ホ ス ホ リル エ タ ノ ラ ミ ン(GPE),グ リ セ ロ ホ ス ホ リル コ リ ン(GPC),rア デ

ノ シ ン三 リ ン 酸(γATP),β ア デ ノ シ ン ニ リ ン 酸(β 一ADP),α 一ATP,ヌ ク レオ チ ド

糖(NS),そ し てu-ATYで あ っ た 、,

3.統 計 解 析

硝 子 体 手 術 眼 で は,ATPお よ びPiは コ ン トロ ー ル 眼 と 比 べ て,そ れ ぞ れ87.1%,88.1%

と 有 意 に 減 少 し て い た(pO.05)(図3),,ATP/Pi比 は 変 化 し な か っ た(図4)、,ll-GP,

R5Pは,コ ン トロ ー ル と 比 べ 有 意 な 差 を 認 め な か っ た(図5),,

考 按

硝子体手 術後 の 白内障進行 の原因 と して水 晶体周 囲の 酸素濃度 の 上昇,手 術顕 微鏡,眼

内照明 によ る酸化 的 ス トレスな どの 手術操作 によ る因子 と房水 循環 の変化 な どの手術 後の

硝子体腔環 境変化 によ る因子 があ げ られ てい るLl。 しか し,そ の発 生機 序 は完全 には解

明され ていな い、,

水 晶体 には,代 謝 に関与す る多 くの糖 リン酸誘 導体 が存在 してお り,そ の うち,高 エ

ネル ギー リン酸化 合物 のATPは 水 晶体 含水量 の保 持,タ ンパ ク質 合成,そ してア ミノ酸や
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無機 イ オ ンの 輸 送 な ど水 晶 体 の 膜 機 能 を維 持 す る 上 で重 要 な 役 割 を 担 って い る 。ATPはADP

とPjに 分 解 され る(図6)。

今 回,硝 子 体 手 術 に よ り,水 晶 体 のATPは コ ン トロー ル と比 べ 有 意 に 減 少 した が,こ の

こ とは,硝 子 体 切 除術 で水 晶体 の エ ネ ル ギ ー 合 成 が 阻害 され て い る こ とを 示 唆 す る 。 ま た,

硝 子 体 手 術 眼 のPiが コ ン トロール 眼 に比 べ,減 少 して い た もの のATpPj比 は 差 が な か った 。

この結 果 は 硝 子 体 手 術 眼 の 水 晶 体 で,エ ネル ギ ー 消 費 の 低 ドも生 じて い る こ と を 推 測 させ

る、,

一般 に 混 濁 した水 晶 体 で は ,ATPが 減 少 して い る こ とが 明 らか に さ れ て い る が3'`tJ,今

回,細 隙 灯 顕 微 鏡 下 で 術 後30日 ま で に,水 晶 体 に 混 濁 が 認 め られ な か っ た 、,し た が って 今

回の 結 果 か ら,硝 子 体 手 術 後 水 晶 体 に 明 らか な 形 態 学 的 変 化 が 生 じる 以 前 に す で に エ ネ ル

ギー 変 化 が 生 じて い る こ とが 推 測 さ れ る 。

硝 子体 手 術 後 の エ ネ ル ギ ー 変 化 の 持 続 に よ っ て,水 品体 に混 濁 が 生 じる か,今 後,さ ら

に 長期 の 観 察 な ど行 い検 討 を加 え る 予 定 で あ る 。
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III.網 膜前膜 の免疫 染色 を用 いた解 析

研究 目的

黄 斑 部 網 膜 前 膜(以 下ERM)の 発 生 機 序 を解 明 す る 目的 で 、 後 部 硝 子 体 剥 離(PVD)の 有

無 とERMの 組 織 所 見 の 関連 につ い て検 討 したC,

対象 と方 法

1,対 象

視 力 低 下 あ る い は 変 視 症 の た め 硝 子 体 手 術 を 行 っ た特 発 性ERM6例(62～74歳)を 対 象 と

した,,

2.方 法

硝 子 体 は 、 術 前 に十 分 な 散 瞳 後 細 隙 灯 顕 微 鏡 と+90Dレ ンズ を 用 い 、 動 的 に 観 察 した 。

PVDの 判 定 方 法 は 既 報 の 通 りで あ る じ 。 術 中 も硝 子 体 の 状 態 を 確 認 した 、,PVDを 有 す る 例 は

5眼 で 、pVDが な か っ た例 は1眼 で あ った,,

硝 子 体 手 術 は 、parsplanaに3portを 作 製 し通 常 の 方 法 で 行 い 、ERMをmicro-hooked

needleで 剥 離 した2♪ 。 膜 は10%ホ ル マ リ ンー リン酸 緩 衝 液 を用 い 固 定 、 通 常 の 方 法 で 工 タ

ノー ル 脱水 後 パ ラ フ ィ ン包 埋 し薄 切(5μm)し た 。

免疫 組 織 染 色 に 使 用 した1次 抗 体 を 表 に 示 した 。抗 体 処 置 前 に 脱 パ ラ フ ィ ン し、 抗 原 の 賦

活化 を そ れ ぞ れ の 方 法 で お こ な った 。 コ ラ ー ゲ ンtypelとtypellは マ イ ク ロ ウ エ ー ブ 法 、

コラー ゲ ンtype皿 とフ ィ プ ロネ クチ ンは圧 力 釜 処 置 、 コ ラ ー ゲ ンtypeNは プ ロテ イ ン カ イ

ネ ースK処 理 した。BSAブ ロ ッキ ング後 一 次抗 体 で処 理 、 ダ コENVISON(ダ コ ・ジ ャパ ン)

を用 い て発 色 させ た 、,

結 果お よび 考 按

代 表 的 な2例 の 免 疫 組 織 染 色 を 図 ユ,2に 示 す,、

各症 例 と もERMの 基 本 構 造 と して 、1層 の 扁 平 な 細 胞 層 と1～2層 の ひ だ状 層 か らな って

いた,,ひ だ 状 層 は コ ラ ー ゲ ンtypeII抗 体 と フ ィプ ロネ ク チ ン抗 体 で 染 ま る 層(A層)

と コ ラー ゲ ンtypel～IV抗 体 と フ ィ プ ロネ クチ ン抗 体 に染 ま らな い 層(B層)と が あ り、

A層 はす べ て の 例 に 存 在 して い た が 、B層 はPVD(L)の1例 に の み 存 在 して い た 。

免 疫 組 織 所 見 はPVDG)とPVD(一){　 1と の 間 に 明 らか な 差 が な か っ た 、、 した が って 、PVDの 有

13



「

無 で網 膜 前 膜 の コ ラ ー ゲ ン成 分 に 差 は な く、 発 生 機 序 に 関 して もPVDの 有 無 に よ る 違 い が

な い 可能 性 が あ るC,今 後 さ ら な る検 討 を 要 す る。

文 献

1)廣 川 博 之 、 吉 田晃 敏:細 隙 灯 顕 微 鏡 検 査.硝 子 体 観 察 法.(編 集 丸 尾 敏 夫 、松 井 瑞

夫 ら)眼 科 検 査 法 ハ ン ドブ ック(第2版),283-287,医 学 書 院 、1995.

2)田 野 保 雄:Mjcro-hookedneedle.眼 科 手術1:313-315,1988.
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表 免疫組織染色に用いた1次 抗体

抗 原 抗体 source workingdi]ution

ヒトコラーケ"ンtypeI

ヒトコラーケ"ンtypeII

ヒトコラーケ"ンtypelH

ヒトコラーケ"ンtypelV

ヒトフィフ　ロネクチン

ウサキ"PCAb

ウサキ"PCAb

ウサキ"PCAb

ウサキ"PCAb

ウサキ"PCAb

SANBIO

SANI310

SA1'BIO

SANBIO

bti

XlO

XlO

X]O

XlO

XIO

PCAb:polyclona!anしibody

bti:BiomedicalTechnologies,Inc.
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IV.家 兎眼 と猿 眼を用 いた後部 硝子体 剥離 と網膜前 膜作製 の試 み

研究 目的

網膜 前膜 の発生 には後 部硝子 体剥 離が深 く関 与 して いる と考 え られ て いる、,そこで、網

膜前膜 の発 生機序 を解 明す る ことを究極 の 目的 と して、家 兎お よび猿 眼 に人 工的 な後部 硝

子体剥 離 と網膜前 膜の作製 を試 みた 。

研 究 方 法

1.対 象

成 熟 有 色 家 兎10羽 と9ヶ 月 齢 の カ ニ ク イ ザ ル(Macacafascicularis)雄2頭 を 対 象 と

して用 い た,,

2.後 部 硝 子 体 剥 離 の 作 製

家 兎5羽 を 塩 酸 ケ タ ミ ン(50mg/Kg)0.75m1/Kgと キ シ ラ ジ ン(2.Omg/Kg)0.25ml/Kgの

筋 注 に よ り麻 酔 した 後 、 片 眼 を27G針 で 前 房 穿 刺 し、 角 膜 輪 部 よ り約3mmの 位 置 か ら30G

針 で 硝 子 体 中 にSF。 を 約0.5m1注 入 した 。

SF、 注入 後 、 ユ,2,3,4週 目 に網 膜 硝 子 体 を 検 査 した 、,

3.網 膜 前 膜 の 作 製

方 法2と は 別 の家 兎5羽 を塩 酸 ケ タ ミン(50mg/Kg)0。75m1/Kgと キ シ ラ ジ ン(2.Omg/Kg)

0.25mレKgの 筋 注 に よ り麻 酔 した後 、Russellら の 方 法 に した が い1ノ片 眼 を27G針 で 前房 穿

刺 し、 角 膜 輪 部 よ り約3mmの 位 置 か ら27G針 で15%chondroitin-6-sulEaLe(cholldroiしin

su/faしeC,Sigma)を100μ1硝 子 体 中 に注 入 した 、,Chondroitin-6-sulfateを 蒸 留 水 で溶 解

し、15%濃 度 に した 。

15%chondroitin-6-sulfate注 入 後 、1,2,3,4週 目に 網 膜 硝 子 体 を 検 査 した 、,

4.近 視 に よ る後 部 硝 子 体 剥 離 の 作 製

対 象 の 猿 を 塩 酸 ケ タ ミン(10mg/Kg)と ペ ン トバ ル ビタ ー ル ナ ト リウ ム(25mg/Kg)の 筋

注 に よ り麻 酔 した後 、Wiese1ら の 方 法2'に した が い片 眼 に 瞼 瞼 縫 合 を 行 っ たC,

瞼 瞼 縫 合 後 、3ヶ 月 、10ヶ 月 、15ヶ 月 目 に屈 折 度 と網 膜 ・硝 子 体 を 検 査 した 。

5.網 膜 ・硝 子 体 と屈 折 度 測 定

後 部 硝 子 体 剥 離 、 網 膜 前 膜 作 製 時 と 同様 の 麻 酔 後 、 十 分 な 散 瞳 「で 検1眼 鏡 を 用 い て 網 膜

を検 査 し、 細 隙 灯 顕 微 鏡 と+90Dレ ンズ で 硝 子 体 を 観 察 した 、,ま た 猿 眼 に つ い て は 、 レフ

ラ ク トメ ー タ ー(ZeissJena、 旧東 独)を 用 い て 、 屈 折 度(D)を 測 定 した 、,
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結 果 お よ び 考 按

1.家 兎 眼 で の 後 部 硝 子 体 剥 離

SF,を 注 入 し た家 兎 眼 全 例 の 硝 子 体 中 に 、1週 目膜 様 混 濁 物 が 観 察 され た。 しか し、

2週 目以 降 、 こ の 膜 様 混 濁 物 は 消 失 し、 家 兎 眼 で の 後 部 硝 子 体 剥 離 は 確 認 で き な か った,,

空 気 な ど の 気 体 に よ り後 部 硝 子 体 剥 離 が 生 じる と の 報 告 が あ る が3ノ 、 今 回 、 一 過 性 に 硝

子 体 膜 が 観 察 され た もの の 、 後 部 硝 子 体 剥 離 と判 断 す る に 至 らな か っ た 。 前 田 らの 例 で は

電子 顕 微 鏡 で 網 膜 表 面 に硝 子 体 線 維 の 付 着 を確 認 して お り、 彼 らが 後 部 硝 子 体 剥 離 と判 断

して い る 膜 も硝 子 体 内 膜 の 可 能 性 が あ る 。 家 兎 眼 に気 体 を 注入 す る こ との み で 、 後 部 硝 子

体 剥 離 を作 製 す るの は 困 難 で あ る と思 わ れ る 。

2.網 膜 前 膜

15%chondroitin-6-sulfate注 入 眼 の 網 膜 に 膜 様 物 は 観 察 され な か った(図1)。

Russellは 家 兎 眼 にchondroitin-6-sulfateを 注 入 す る こ と に よ り、 高 率 に 網 膜 前 膜 が 作 製

で き る こ と を 報 告 した 。 しか し、 今 回 の 研 究 で は 、 高 濃 度 のchondroitin-6-sulfateを 硝

子 体 中 に注 入 した に もか か わ らず 、 網 膜 前 膜 を 作 製 で き な か った 。 他 の 作 製 方 法 を検 討 し

た い 、,

3.猿 眼 で の 後 部 硝 子 体 剥 離

屈 折 度 の 変 化 を 図2に 示 す 。 瞼 瞼 縫 合 後10ヶ 月 目か ら縫 合 眼 の 屈 折 度 が 非 縫 合 眼の 屈 折

度 に 比 べ 有 意 に 近 視 と な っ た 。10ヶ 月 目 に 縫 合 眼 の 硝 子 体 に は 膜 様 混 濁 物 が 観 察 さ れ た

(図3)。Weissringは 観 察 され な か った が 、 硝 子 体 中の 膜 様 混 濁 物 は15ヶ 月 目で も消 失

せ ず 、 ま た 、 この 膜 と網 膜 との 間 に 硝 子 体 混 濁 が 観 察 され な か っ た 。 した が って 、 この 膜

様 物 は 後 部 硝 子 体 膜 と推 測 され た 。 網 膜 に 異 常 は な か っ た(図4)。 ヒ トの 近 視 眼 で 後 部

硝 子 体 剥 離 が 生 じや す い こ とは よ く知 られ て い る が 、 今 回 の研 究 に よ り、 猿 眼 で も近 視 に

よ り後 部 硝 子 体 剥 離 が 生 じる 可 能 性 の あ る こ とを 示 す こ とが で き た 。
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